な % の 
ペグ 
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) ②③ー④ の 手順 で 図 ウ の 回 の 腫瘍 と 炎症 を 処置 (ふみ \ ン | 
( 臓 一 P41、 腫 瘍 一 P37、 炎 症 一 P41 ) づ N。 


は は) 術 野 を 脳 の 下 側 に 移動 させ 、 ⑬…① の 手順 で 図 ( み ヘ ペン | 
ウ の 較 の 腫瘍 と 炎症 を 処置 へ 、 | 
( 臓 一 P41、 腫 瘍 ーP37、 炎 症 一 P41 ) | 


時 ) 術 野 を 脳 の 右上 に 移動 させ 、 〇 の 手順 で 図 (ふみ ノー 
ウ の 回 の 腫瘍 と 炎症 を 処置 うべ | 日 
( 臓 一 P41、 腫 瘍 一 P37、 炎 症 一 P41) IL 目 較 | 


民 ) バイ タル を 60 付 近 ま で 回 復 
( バイ タル 回 復 一 P33) 


)O、G の 手順 で 図 ウ の で | の 癒 を 摘出 し て 治療 する 
_( 動 販 六 …P43) 


け / 術 野 を 脳 の 右 下 に 移動 させ 、 ③ の 手順 で 図 ウ の 
固 、 岡 の 動脈 交 を 切り 離す (動脈 冶 一 P43 ) [ 


は )O、⑨ の 手順 で 図 ウ の [に 、 [ 正 の 郊 を 摘出 し て 治 
- 療 する (動脈 閣 ーP43) 


選 ) 術 野 を 左側 に 移動 させ 、 ⑳、 ⑬ の 手順 で 図 ウ の _ 
回 の 冶 を 摘出 し て 治療 する ( 動脈 交 …P43) 


人 G り 脳 の 処置 83 人 目 旧 * 回 02:28:58 加 03:07:48 
計 を 0 に ま す @ の 手順 で 図 エ の 
a、| の | の 動脈 交 を 切り 離す ( 動脈 冶 一 P43 


さ 術 野 を 脳 の 左上 に 移動 させ 、 @ の 手順 で 図 エ の 
_ 居 、g の 動脈 疾 を 切り 離す ( 動脈 閣 一 P43 


(3 バイ タル を 55 付 近 ま で 回 復 
( バイ タル 回 復 一 P33 ) 


() @ー 〇 の 手順 で 図 て の 詞 の 腫瘍 と 炎症 を 処置 


_( 臓 P41、 腫 瘍 P37、 炎症 P41) 


(⑦) 術 野 を 脳 の 中 央 付近 に 移動 させ 、 〇 ③ー 〇 の 手順 
で 図 エ の 回 の 腫瘍 と 炎症 を 処置 「 
_( 臓 一 P41、 腫 瘍 ーP37、 炎 症 一 P41) 


(3 バイ タル に 注意 し 、 術 野 を 脳 の 右 下 に 移動 きせ 、 ( み \、 ンー 
②③ー 〇 の 手順 で 図 て の 国 の 腫瘍 と 炎症 を 処置 。 仁 N。 
、( 臓 一 P41、 腫 瘍 プ P37、 炎 症 一 P41) 


人 ]) バイ タル が 20 以上 に な る まで 回 復 1 MM 0 W_ 
(バイ タル 回 復 つ P33) 


(⑬》 0、⑨ の 手順 で 図 エ の | ね |、 | ら | の 冶 を 摘出 し て 治 
療 する (動脈 交 一 P43) 


ェ エー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニーーー ニ ーー ニーーー ュ 


SPECIAL BONUS 
No | SPECIAL BONUS 獲得 系 件 


| Miss 判定 無し | | | 加 
| | OOO 秒 以上 残し て 手術 終了 ※1 | 60 | 120 | 150 | 
13 |MAXCHAIN OOO 以 上 。 | 8O | oo | 120 | 
し 2 | を 破 吾 きせ な い ※2 = | 一 | 一 | 一 | 


培 人 W - 分 表示 で は 、EASY が 100、 NORMAL が 2.00、 HARD が 230 ※ ポ 2 巨大 動脈 六 含 まれ る ( (/( 


3) 術 野 を 脳 の 左上 に 移動 させ 、 ⑳、⑬ の 手順 で 図 W (人 み 
0 


エ の | ほ 、| ひ | の 癌 を 摘出 し て 治療 する 
( 動脈 交 一 P43 ) 


The atient isS saved ! 


の 


脳 の 処置 7 で は 、 動脈 窟 を どれ か ひと 
つ で も 治療 し 終わ る と 、 脳 の 右 下 に 動 
脈 客 が ふた つ 発 生 する 。 


HARD で は バイ タル 低下 が 激しい た 
めこ まめ な 回 復 が 必要 。 処置 に 自信 
が あっ て も 30 付 近 ま で 回 復 し よう 。 


65】 2 


続け て 脳 の 中 央 付近 に ある 動 克 交 を 
処置 する た め 、 術 野 を あま り 右 端 に 移 
動 さ せな いで 腫瘍 を 処置 し た い 。 


ご 


残り 時 間 を 確認 し 、 スペ シャ ル ボ ー ナ 
ス が 獲得 で きる 時 間 内 で あれ ば 、 治 


する まえ に バイ タル を 回 復 。 9 


画 図 エ 動脈 交 、 腫瘍 の 発生 場所 2) 


上 の 図 は 脳 の 処置 8 
で 発生 する 病巣 の 
場所 を 示し た も の ( ひ 
ら が な が 動脈 交 、 英 
文字 が 腫瘍 )。 記 
号 は チャ ー ト 表 の 番 
号 と 対応 し て いる 。 


400 軒 則 8 14500 未満 。 
600 | 用 B | _14500 15999 _ 剛 
- | 400 則 8 | 1700<17699 縛 目 上 


XS | 17700 以 上 


人 C) シゲ ー が 内 出血 を 生み 出し た 場合 、 内 出血 を 切 。 


切開 目 還 04:58:01 思 04:57:28 
腹部 を 消毒 し て 切開 ( 切開 一 P34 ) きき へ 


し 右 肺 の 処置 1 卓 四 04:46:23 加 04:44:06 
臓 x 2 を 吸引 し 、 裂 傷 X3 を 締 合 ( み の 
-( 臓 一 P41、 裂 傷 ーP33 ) 


人 炎症 (大 ) に 消炎 剤 ( 青色 の 液体 ) を 投与 し て 沈 N。 


- 静 化 させ る ( 炎症 一 P41) 
バイ タル を 99 ま で 回 復 ( バイ タル 回 復 一 P33) N 


上 炎症 ( 小 ) に 消炎 剤 ( 青色 の 液体 ) を 投与 し て 沈 N。 
- 静 化 させ る ( 炎症 一 P41 ) 


人 右 肺 の 処置 2 回: 四 04:01:46 回 03:30:37 


裂傷 x2 を 縫合 (裂傷 ーP33) の 
人 %』 シゲ ー の 位置 を 特定 し て 填 出 させ る 人 の へ 
L( シゲ ーーP53) 


人 マイ ク に 息 を 吹き か け て 霧 を 吹き 飛ば し つつ 、 パ さ 。 


イ タル を 回 復 
、(* シゲ ーーP53、 バイ タル 回 復 一 P33) 


_ 開 し 、 血 だ まり を 吸引 し て 切開 口 を 続 合 
( 内 出血 一 P39) 


([) ガス 噴出 口 の 血 だ まり を 吸引 し 、 追 加 h レ イ に ある 
人工 膜 を 患部 に 乗せ て 定着 させ る 
( シゲ ーーP53) 


人 【) 発生 し て いる 臓 を 吸引 し 、 炎 症 に 消炎 剤 (青色 の  ( み N。 
液体 ) を 投与 し て 沈静 化 さ せる 「 
_( 有 左 一 P41、 炎 症 一 P41 ) 


】 シゲ ー 吉 出 時 に 発生 し た 切開 口 を 治療 し つつ 、 
シゲ ー 本 体 の 動き を 止め る ( シゲ ーーP53) 


(上 ) 動き の 止ま っ た シゲ ー に ダメ ー ジ を 与 る る 。 へ 
( シゲ ーーP53) 「 


「【 ツ グリ の 


を 削 大 (7 


仙 ) 術 野中 央 付近 に 発生 し た 臓 を 吸引 
、( 騰 一 P41) 


(【) 素早 く シ ゲー の 位置 を 特定 し て 露出 させ る M) NN NM 


グー 押せ て ガス 頂 員 | 0 の RS 


L | yp ーー 


[ ま 間 摘 】 り ] Ra き 


炎症 を すべ て 治療 する と シゲ ー が 出 
現す る た め 、 ひと つ 残 し て バイ タル を 
最大 まで 回 復 す る こと 。 


シゲ ー が 臓 器 内 に 潜伏 し て いる 時 間 


が 長い と 内 出血 を 生み 出し て くる 。 
素早 く 露 出さ せ て 阻止 し た い 。 


ガス 噴出 口 が 出現 し て か ら 一 定時 間 
で 血 だ まり が 発生 。 で きる だ け 血 だ ま 
り が 発生 する まえ に 治療 し よう 。 


臓器 全体 に ヒー ル ゼ リー を 塗る よう に 
行なえ ば 、 飛び 交 う シゲ ー が みず か ら 
ヒー ル ゼ リー に 触れ て くれ る 。 


化 ) -1 


シゲ ー に ダメ ー ジ を 与え た ら 、 素早 く シ 
ゲー の 潜伏 し た 地点 に エコ ー を 当て て 
影 を 表示 させ よう 。 


① - 2 


4 ー が 洪 伏 し た ら 素早 く 露出 させ る 
こと 。 この と き に 内 出血 を 生み 出さ れ 
る の が いち ば ん 厄介 だ 。 


ご プア gnajn 


膜 が ある と ほか の 処置 が 行なえ な いた 
め 、 中 央 付近 の 臓 を 吸引 。 端 に 発生 
し た 場合 は あと 回 し で か まわ な い 。 


トマ 
人 U 
'% 
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